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1. 2026年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2025年4月1日～2025年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期中間期 5,804 29.2 452 ― 503 ― 465 ―

2025年3月期中間期 4,494 △7.1 △212 ― △195 ― △137 ―

（注）包括利益 2026年3月期中間期　　555百万円 （―％） 2025年3月期中間期　　△178百万円 （―％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2026年3月期中間期 57.27 ―

2025年3月期中間期 △17.05 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2026年3月期中間期 14,461 10,856 75.1

2025年3月期 12,646 10,305 81.5

（参考）自己資本 2026年3月期中間期 10,856百万円 2025年3月期 10,305百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 ― 7.50 ― 5.00 12.50

2026年3月期 ― 5.00

2026年3月期（予想） ― 5.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2026年 3月期の連結業績予想（2025年 4月 1日～2026年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,350 11.2 300 ― 360 ― 250 ― 30.93

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期中間期 8,625,000 株 2025年3月期 8,625,000 株

② 期末自己株式数 2026年3月期中間期 450,810 株 2025年3月期 519,810 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年3月期中間期 8,120,272 株 2025年3月期中間期 8,058,377 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧

ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善や訪日外国人旅行者数の増加等により回復

傾向がみられる一方で、米国のトランプ政権による関税政策や中東・ウクライナでの紛争など海外情勢は混迷して

おり、国内外の景気は依然として先行き不透明な状況が続いております。

　このような環境の下で当社グループは、顧客への取引深耕に一体となり積極的に取組んでまいりました。

　この結果、当中間連結会計期間における当社グループの売上高は5,804百万円（前年同期比＋1,310百万円、

29.2％増）、営業利益は452百万円（前年同期は営業損失212百万円）、経常利益は503百万円（前年同期は経常損

失195百万円）、親会社株主に帰属する中間純利益は465百万円（前年同期は親会社株主に帰属する中間純損失137

百万円）となりました。

　セグメントの経営成績は次のとおりであります。

①ファインケミカル事業

　ファインケミカル事業につきましては、電子材料製品において一部需要が減少したものの、全体としては安定し

た需要を維持いたしました。電子材料、医薬関連製品等の新規品目の開発が順調に進んでおり、医薬分野において

は大型スポット案件の販売により、売上高及び利益ともに増加いたしました。

　その結果、売上高は2,857百万円（前年同期比＋1,023百万円、55.8％増）、セグメント利益は701百万円（同＋

400百万円、132.9％増）となりました。

②難燃剤事業

　難燃剤事業につきましては、電子材料部材や家電製品等に使用されるプラスチック用難燃剤市場の需要が一旦回

復傾向で推移したことに加え、製品における販売単価の見直しにより、売上高及び利益ともに増加いたしました。

また、前期末に実施した減損処理による減価償却費減少も一部利益増加に繋がりました。

　その結果、売上高は2,232百万円（前年同期比＋245百万円、12.4％増）、セグメント利益は239百万円（同＋236

百万円、前年同期はセグメント利益２百万円）となりました。

③ヘルスサポート事業

　ヘルスサポート事業につきましては、主力の人工透析用薬剤の原料が安定した需要を維持いたしました。また、

一部製品における販売単価の見直しにより、売上高及び利益ともに増加いたしました。

　その結果、売上高は714百万円（前年同期比＋41百万円、6.2％増）、セグメント利益は61百万円（同＋35百万

円、134.3％増）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

（資産）

当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて1,815百万円増加し、14,461百万円とな

りました。これは主に、大型設備投資に伴う有形固定資産が増加したことによるものであります。

（負債）

当中間連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて1,265百万円増加し、3,605百万円とな

りました。これは主に、大型設備投資に伴う借入金、原材料仕入等に伴う買掛金が増加したことによるもので

あります。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて550百万円増加し、10,856百万円と

なりました。これは主に、利益剰余金が増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、現時点における業績は堅調に推移しておりますが、今後の需要動向や市況の影響

を受ける可能性があることから、第３四半期以降の業績は先行き不透明な状況が継続すると想定しております。こ

のため、2025年５月30日の「2026年３月期　通期連結業績予想の公表に関するお知らせ」で公表いたしました通期

の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,767 3,533

受取手形及び売掛金 2,100 2,487

電子記録債権 531 454

商品及び製品 2,193 1,980

仕掛品 621 544

原材料 726 789

その他 108 148

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 9,045 9,936

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 501 487

機械装置及び運搬具（純額） 371 462

土地 636 636

建設仮勘定 111 939

その他（純額） 127 111

有形固定資産合計 1,748 2,637

無形固定資産 143 132

投資その他の資産

投資有価証券 1,520 1,583

繰延税金資産 109 94

その他 78 77

投資その他の資産合計 1,708 1,754

固定資産合計 3,600 4,525

資産合計 12,646 14,461

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

- 3 -

株式会社マナック・ケミカル・パートナーズ（4360）2026年３月期 第２四半期（中間期）決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,418 1,892

１年内返済予定の長期借入金 － 50

未払法人税等 66 113

賞与引当金 136 120

その他 568 775

流動負債合計 2,190 2,952

固定負債

長期借入金 － 445

繰延税金負債 135 189

その他 14 17

固定負債合計 150 652

負債合計 2,340 3,605

純資産の部

株主資本

資本金 300 300

資本剰余金 3,453 3,438

利益剰余金 6,513 6,937

自己株式 △377 △327

株主資本合計 9,888 10,348

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 403 493

繰延ヘッジ損益 － △0

為替換算調整勘定 12 14

その他の包括利益累計額合計 416 507

純資産合計 10,305 10,856

負債純資産合計 12,646 14,461
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 4,494 5,804

売上原価 3,800 4,469

売上総利益 693 1,334

販売費及び一般管理費 905 881

営業利益又は営業損失（△） △212 452

営業外収益

受取利息及び配当金 22 35

その他 12 20

営業外収益合計 34 56

営業外費用

支払利息 － 0

為替差損 16 4

その他 0 0

営業外費用合計 17 5

経常利益又は経常損失（△） △195 503

特別利益

関係会社株式売却益 － 74

固定資産売却益 － 10

特別利益合計 － 85

特別損失

固定資産除却損 0 1

特別損失合計 0 1

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損

失（△）
△195 588

法人税、住民税及び事業税 29 95

法人税等調整額 △87 28

法人税等合計 △58 123

中間純利益又は中間純損失（△） △137 465

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に

帰属する中間純損失（△）
△137 465

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

中間純利益又は中間純損失（△） △137 465

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △38 89

繰延ヘッジ損益 0 △0

為替換算調整勘定 △2 1

その他の包括利益合計 △40 90

中間包括利益 △178 555

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △178 555

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純

損失（△）
△195 588

減価償却費 236 171

賞与引当金の増減額（△は減少） 4 △15

受取利息及び受取配当金 △22 △35

支払利息 － 0

関係会社株式売却損益（△は益） － △74

有形固定資産除売却損益（△は益） 0 △9

売上債権の増減額（△は増加） 317 △309

棚卸資産の増減額（△は増加） 48 225

仕入債務の増減額（△は減少） △255 472

その他 △58 0

小計 74 1,013

利息及び配当金の受取額 22 35

利息の支払額 － △0

法人税等の支払額 △2 △56

営業活動によるキャッシュ・フロー 94 991

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △170 △835

有形固定資産の売却による収入 － 12

投資有価証券の取得による支出 △1 －

関係会社株式の売却による収入 － 142

その他 － 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △171 △678

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 500

長期借入金の返済による支出 － △4

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △2 △4

配当金の支払額 △60 △40

財務活動によるキャッシュ・フロー △62 450

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △153 766

現金及び現金同等物の期首残高 3,286 2,767

現金及び現金同等物の中間期末残高 3,133 3,533

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

報告セグメント

ファインケ
ミカル事業

難燃剤事業
ヘルスサポ
ート事業

合計

売上高

外部顧客への売上高 1,834 1,986 673 4,494

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ － － －

計 1,834 1,986 673 4,494

セグメント利益 301 2 26 330

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計

全社費用（注）

330

△542

中間連結損益計算書の営業損失（△） △212

（単位：百万円）

報告セグメント

ファインケ
ミカル事業

難燃剤事業
ヘルスサポ
ート事業

合計

売上高

外部顧客への売上高 2,857 2,232 714 5,804

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ － － －

計 2,857 2,232 714 5,804

セグメント利益 701 239 61 1,002

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計

全社費用（注）

1,002

△549

中間連結損益計算書の営業利益 452

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2024年４月１日　至2024年９月30日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主
な内容（差異調整に関する事項）

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用であります。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2025年４月１日　至2025年９月30日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主
な内容（差異調整に関する事項）

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用であります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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2026年3月期第2四半期（中間期）の業績状況（連結）

（百万円）（百万円）

2026年3月期第2四半期（中間期）決算短信添付資料
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第2四半期（中間期）の業績推移（連結）

経常利益 当期純利益 売上高

2026年3月期第2四半期は、ファインケミカル事業においては新規品目開発の進展及び医薬分
野の大型スポット案件の販売により、売上高・利益ともに増加いたしました。難燃剤事業におい
ても、需要の一時的な回復や販売単価の見直し、加えて前期末の減損処理に伴う減価償却費減少
により、売上高・利益ともに増加いたしました。しかしながら、第3四半期以降は難燃剤及びファ
インケミカル製品の需要動向や市況の影響を受ける可能性があることから、先行きは不透明な状
況にあります。引き続き事業環境を注視しつつ、成長戦略としてファインケミカル事業における
投資を計画的に進め、収益性向上に向けた取組みを継続してまいります。



事業投資の進捗状況

当社事業子会社のマナック株式会社は、金属不
純物管理技術向上およびヨウ素化合物を中心とし
た半導体関連製品の受託開発拡大するため、福山
工場（広島県福山市）における金属管理技術関連
設備の設置を進めております。
現在、計画は予定通り進んでおり、2026年度内

の稼働開始を目指しております。
2

マナック株式会社（MCPsの100％連結子会社）

金属管理技術関連設備を設置する
新事務棟 （25年11月現在）

投資
分野 ファインケミカル事業

投資
分野 ファインケミカル事業 株式会社マナック・ケミカル・パートナーズ（MCPs）

臭素化合物の受託事業や樹脂添加剤において、
設備と技術力の強みを持つ錦海化学株式会社（岡
山県瀬戸内市）の株式を取得します。今後はグル
ープ会社間の連携を取りながら、各自の強みを生
かした協業を進め、グループ全体の成長につなげ
てまいります。

2026年3月期第2四半期（中間期）決算短信添付資料
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